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久志駅伝大会 

９月１０日（水）、久志駅伝大会（１４日開催）の選手激励会が行われました。今年で５９回目となる大会は、国頭

地区のほとんどの中学校が参加し、男子が７区間、女子が５区間の１２区間・２０キロを１２名でタスキをつないで走

ります。会では、選手を代表して女子安里衣珠さんは、「一桁台」、続いて男子金城英寿さんは、「ベスト８」を目指し

力走すると決意を述べてくれました。また、生徒を代表して麻生優月さんから選手の皆さんへ激励のメッセージもお

くられました。大会では、これまでの練習の成果を十分に発揮して、自分の区間で１秒でも２秒でも自己記録を更新

する走りを、そして、チームワークも大切にみんなで心を一つに襷を繋ぎ目標に向かって頑張って欲しいと思います。 

ドリームスクール 

９月８日の３年生に続き、９日（火）の２・３校時には、２年生を対象に沖縄ドリームプロジェクト実行委員会発起

人の中村圭一郎さんよるドリームスクールが開催されました。この中で、中村さんから生徒の皆さん一人一人に書

籍「沖縄を愛するうちなーんちゅの夢」が寄贈されました。この書籍は通称：夢本と呼ばれており、５０人のうちなー

んちゅの夢が紹介されていて、いろいろな夢やその人の生き方を知ることで夢を考えるきっかけづくりになる素晴

らしい本です。今回のドリームスクールでは、最初にドリームプロジェクトの紹介があり、その後は、本を眺めたり、３

人の社長の動画を見て「夢を知る」こと、夢についてグループでの対話や作文を通して「夢を考える」こと、自分の

考えをもとにみんなに「夢を伝える」というプログラムで進行していきました。中村さんのお話や寄贈された本を読

み込んで、いろいろな生き方や考え方を知り、夢を思い描いて欲しいと思います。なお、昨年、ドリームスクールに参

加した３年生の津田啓太さん、安里衣珠さんの夢の作文が「沖縄ドリーム・プロジェクトアワード」を受賞しました

（県で１０名 １０月４日にアワード授賞式）。２年生の皆さんもぜひ、自分の夢を作文にして先輩二人に続いて欲し

いと思います。 

 

 

 


